
もうすぐ新しい春がやってきます。 

 

校長 佐藤元治 

穏やかな春の日差しがきらきらと輝く季節になってきました｡ 日本では旧暦３月を『弥生(やよ

い) 』と呼びますが､弥生（やよい）という言葉の由来は、「草木がいよいよ生い茂る月」という

意味の「木草（きくさ）弥（い）や生（お）ひ茂る月（づき）」が詰まって「やよい」になったよ

うです。 

桜が咲き誇った春から季節は巡り、夏の太陽、秋の実り、冷たい風に耐えた冬、そして暖かく

万物が成長する新たな春がもうすぐそこまで来ています。 

 

みなさんは養護学校から支援学校へと名前が変わって、新たなステージが始まったここ鎌倉支

援学校で、春・夏・秋・冬と過ごしてきましたね。「うれしかったり」、「かなしかったり」、

「たのしかったり」、「くやしかったり」いろいろなことがあったと思います。そんな気持ちを

たくさん経験しながら色々なことを学んできましたね。一生懸命がんばったことやコツコツと毎

日続けてきたことは、みなさんひとりひとりの力になり、これからの自信につながっていくはず

です。 

高等部３年生はいよいよ卒業です。３年生の皆さんは学校生活のゴールと社会人としてのスター

トラインがもうすぐそこにあります。これまでの 18 年間よりこの先の人生の方が長く、今までよ

りもっと多くの人たちと関わりながら生きていくことになります。自分を大切に、まわりの人たち

も大切にこれからも成長していってください。 

小学部６年生、中学部３年生も卒業です。４月からは新しい学部でたくさんの先輩や友だちと学

校生活を楽しめるよう準備しておきましょうね。 

 

保護者の皆様、地域の皆様、学校を取り巻くたくさんの皆様から、児童生徒のため、学校のため

に多大なご支援とご協力をいただきました。皆様からの励ましやお力添えをひとりひとりの育ちに

つなげられるよう、基本を大切に進めてまいります。これまでに引き続きこれからも鎌倉支援学校

を見守ってくださいますよう、よろしくお願いいたします。 
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今年度は、本校の児童生徒と一緒に、遠足や修学旅行へ行く機会がぐんと増えました。普段なか

なか会えない仲間や先生に会うことができ、それぞれに実りある時間を過ごしました。また、三人

の新しい仲間を迎えました。 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

素敵なお土産買いました 太陽がサンサンでした 

音と光に

うっとり 

真っ赤な 

イチゴ、 

たくさん 

とりました 

 今年度は、小学部 2 名、中学部 2 名の児童生徒が在宅訪問で学校生活を過ごしました(*^-^*) 

5 月 8 日より新型コロナウィルス感染症が 5 類感染症に移行して、活気を取り戻し始めた鎌倉支援学校！ 

在宅訪問の児童生徒も、それぞれのペースで所属学年の友だちと繋がり、学校生活に取り組みました♪ 


